
ブ･リテン畠の土地利用
者 賓 饗 子

イギ＼リスの土地 利 洋=よ経 常 に鷹 色 のある もので あJb. dJta&払 /色仙 A

が 地 くJ 官舶朗･Aa-A,が 覇上の空射 化 を量 れ 森就簡壌 Efわすす 占
男に すぎな い ,. こうした上 地 利鞘移籍が#,現 され た賓 ]封甘.施す 地形 ヒ気候

及び､磨 東 である. イギ'リス は /占せ 乾以虜 の食 歯生泉 政敵 こよる 湊 -次

伽 泌 山ノ比 , ,RL̂t､/8世 羅 の塵栄 養舟廟 の井 二次 .L44LL仙 ノuL とし､う

2つの 山 九 によ クて′ 凄 河北 度凍 絹地 に薮 化 され 薮煮 人口ぼ/チ

ゼ終 頒幸J 寸で､lこ 20C/OIX下に な_つていr=･ イギLリス に腺養地が 争 いの†よこ
れが牙 -の属 国であ る. 不況 ヒ薮産物頗 格の 下意の ナ二〆､に耕 地 打鍵奏 され て

匹 九- 0-VAJ p血 ヌ は 仰蛤 か α aJVtA と療 リ, オ二 次大戦 庭師 こ

軋 融地 面奉 は207cl=まで 汲少 し.食 料魯 給畢 d庵 錦 に値JF してい た. こ

うした イキ､リスの濃 紫 J蝋 軌では,洩麻に ひどしりT車 を こうむaの は明 らかで

ある. 濃紫 を腰租 してきr=イギ リス が,漸 く東栄 と封 土の腐 劾 /Jl土地利用 に

痢把 を向 け出 したの はオ二次え観中で あ った . /ヲ3 /皐か ら /73卓鼻 に

わ た って.D･JCL叫 教頻 は 7.-リ テン象戊が固iaの亀 の上郎 車附御慶 セrT

い, イ考､リス 金土 の上地 利 抑留 七位現 したので ある.

C) よ なる土ノ地利 粥 と複の磨色

EtL) 〟U此 且｡仙 九.- .イギ■リスの ように北 に 也蔵 している範 に於 て

耕作 を行 う.には′包炎 的刺 府 が波動 二大 きし＼のでt.血′u久ふ紘 /むレ仙A は

降覚 されて くる, この 国で ぼ湊 滅高度平均ノ 200竹L か ら仰山 dy
が腐 去るナこれ 耕地 は これ以下′ 大体 低 地に搾 られる. 更 に)卜奉 など 媒

鹿懐 LIこ土地 に鹿守る ので.渡 英 Jd一炊 球 を上げ'る ためには, 卑破水濠

790叫 へ′叫しユX下 の泉 朝顔 も癒 して t＼る
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聴 癒 した放 燭で , 席 に これ正 夢 t､のが /†正五色山′′し.d地奇で

ここば 軒の 宜叫 か､盛 んなめで東 名 で ある一

･C) ′札 - 止 れ-読 ノ領一混乱且,- レAI,- -終 翻ふ告
これは スコソ トラ ンド, ベ ニ ン山地 .ウ1-ル穴､の大

審 命 を責め ているi地 でL野 虹の C戚 ㌢れ ㌢aAJd′

紘 ctfJ払 ′ _読霊 夢芸芸 ･′覚 って し､て薮 と して草の
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{ 宮孔腔癌ノ甥 に利郎 れて予､るo感激紺
や土壌 によ って,憂慮 する題 の療凝 恵選 な ,つて く乳

鹿 渡 LfrLL慨 巨 は 見地雄ノが 多く. 盈鱒 にれ

柵 - ′ 顔鮎 次岩 の血 濠蜘 ニlよ糎 aLiAL
が､磨 戴 す る,

(a) 森鰍

東 東光寛の避戒 によって車 直紀には艶に鼠鹿の顔 (.yな くな J7ていでこb

t ともヒブリテン亀線番 虹 カ1,や71才 などの患楽噺の愚 妹であ った嶺 で

ある.卦密教･1ますべて外筒 から凝 り入 れたものであるが J 盈鹿 ,身栄樹･,

凍寒掛の動か は,同 じ虚 に怨J,てい る.

Lej その他

廃 藩 は垂範との画 3ji.席 数 常 が O.iTBtを品ある.農耕威厳 地底 首 イン

ブランド車都 度ひt､東灘 のごくわすか にす ぎまい/

○ 土地 の肥 沃乳 生産鍵からみ てノ 骨如淀 腔-且こ旬 1- ム ヒいえ
るi励 ま雷土の離 39男J,VyLe-di/u--一骨叫 且山九A は 2031

線リ3班 は, 和 紙 棚 仏 血 で あ乳 ニ?うち厳素的概腐
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で あ ってI厳寒 以37トの河途 に梗 わyL為こ と ば置ける音質 よ しいちいわ れて

い る｡ pLaAILAJta･ 布 隼 を除けば､′′十ギ リスの凍爵離 宝物 と象笛が密度
に盛 合 され1=- ふば五 首- 伽-こ/レ旬 であ乳
○ 啓 二東大威厳の上地別 田計範

囲土の-質 した利 鞘計務 のT=めに′中東 政審 の観家 的&.教範赤､梗婁 とな

り,'色々な黍輿金′象寒が軽鋭 さダした . 主 なもの としてぼ 次の且のが ある.

･学 卒 ∂卑 R-a C0-7-u ぼ顔㊨審 査衰 レてエ常雛 の針鼠

的命数 の放尊艶 を凝 袈 した･ /ヂ6{2卑･AGc-aE 鮎物-し血 恵轡頑
を虫 し. 車東 女展鹿肉の毅立 を東風 とLnrl′勧壌凝 射 管現 した a /ヂ夏7

年の 76-γレ CL.レ止 払 レ旬 戸弘一肌-読 % acL に よ って,イキtt)ス卓
上の土地利阿蘇選が1初 めて教削飴 に行 われゐようにな った,虜 顔 にノ イギ

リスが家庭上地利邦軒腰 において潜 む象一撃鹿 して いるの恵 次の奉戴であ乳

0度魔池 として償 上の素地が東われ るのを蕗ぐこと,④ェ寮立通 を兼寿に

舟歌 させる ことo③ 大森東 への人口廃 車 を鴨 ぐ こと.㊨ 帆 d融 瓜読よ ‡こ赦

せ る鹿紘I⑥ 針 は胤 ‰ 心血 の増加 ⑥ 蒐地 の腰間地 への 原 軌
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